平成１７年　年頭所感（案）
経済産業省　化学課長　眞鍋　隆
平成１７年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　

　近年、学力の低下や将来の産業人材についての懸念が高まっていますが、昨年７月にドイツのキール市にて行われた「国際化学オリンピック」において、日本から参加した高校生全員が素晴らしい成績を収めました。日本の化学産業の発展を願って行政に従事するものとして、将来の更なる発展の基盤とも言うべき、若者の活躍は喜ばしく、より一層裾野が広がることを期待しているところです。
このような将来への期待もさることながら、現在、日本経済の根幹を担う化学産業の業況を見ましても、激しい国際競争の中にあって、好成績を上げられていることはご承知の通りです。年々急速な経済成長を続けている中国を中心とした東アジアへの輸出の増加や、デジタル家電や半導体関連向けの機能性化学品の需要増加による売上の増加、さらには、各社が積極的に推進して来られた事業の合理化や過剰債務処理により、昨年は過去最高の業績を上げられた企業が数多く見受けられており、皆様方のこれまでのご努力が、ここに来て大きく実りつつあると感じております。




しかしながら、我が国化学業界を取り巻く事業環境は大きく変化し、チャレンジすべき課題が山積しております。
まず、我が国経済について見てみますと、全体としては民需を中心とした回復傾向が続いておりますが、これまで景気回復を牽引してきた外需や設備投資に一服感が出ており、未だ力強い回復基調とは言い難い状況であります。また、これまでに経験したことのないような原油価格の高騰や、昨年１０月下旬以降ドル安・円高が進行しており、我が国産業界に与える影響が懸念されております。

加えて、中東や韓国、中国、東南アジアにおける新興勢力は、汎用プラスチック加工製品等の低付加価値・労働集約的製品においては我が国を脅かす存在であり、川上石油化学汎用品においては、安価な原材料、新鋭大規模設備を誇る中東などとの厳しい競争に直面しております。
また、世界的な事業展開が活発化するに伴って、中国における化学品アンチダンピング措置の多発やＥＵ新化学品規制（ＲＥＡＣＨ）を巡る議論の本格化などの国際的な課題の重要性が高まっているほか、ＷＴＯ・ＦＴＡを巡る動きが活発化するなど、国際的な貿易・投資のルールの大きな変革期に差しかかっていると言えましょう。

　
このような事業環境の変化は、ともすればピンチと捉えられがちですが、化学産業の皆様方におかれましては、是非ともこのピンチをチャンスに変え、まさに化学の力によって無限の可能性を秘めているが我が国化学産業が、引き続き、国民生活やあらゆる産業を支える基盤として役割を果たすことが期待されており、また発展を遂げて頂きたいと存じます。


このような期待に応えるためには、競争力強化に向けた一層の高付加価値化、高効率化が求められることになります。近年においては、情報電子材料、医薬、バイオ等の機能性化学品分野の強化が進められており、中でも半導体材料、液晶材料などの化学素材において、世界的に高い競争力を有するものが数多く存在しております。昨年経済産業省がまとめました「新産業創造戦略」において、このような高付加価値の高い素材を生み出す産業集積を我が国の競争力の源泉である「高度部材産業集積」と捉え、この強みをより一層強化していくことが重要課題の一つとなっています。産業集積については、機能性化学品分野のみならず、例えば、化学産業においての基礎段階とも言える石油化学コンビナートで、産業の枠に囚われないシームレスな連携が見られ、競争力強化に向けた胎動を感じます。さらに、中東や中国など好適な立地条件をフルに活かせる大規模な事業展開も注目すべき動きであると捉えております。
経済産業省といたしましては、裾野の広い化学産業の基盤を強固にするための具体的施策として、ものづくりの基盤となる人材の育成政策の推進、研究開発予算の重点配分などを行うと同時に、技術流失問題への対応、知的財産保護の徹底などについても万全を期すこととしております。
　加えて、環境問題、化学物質管理、リサイクル問題など近年国民の関心が高まっている分野における問題については、今後の化学産業の健全な発展のため、着実に対応していくことが不可欠であります。皆様方におかれましては、これらの取り組みに積極的に参画頂き、化学産業が中長期的に発展するための事業環境整備を官民一体となって実現してまいりたいと考えております。
　
最後になりましたが、化学産業が我が国製造産業の競争力を支えていることを再認識し、経済産業省といたしましては、我が国化学産業の活力と競争力を維持・向上させるための事業環境整備を図るべく、先ほど申し上げた諸課題の解決に向けて、化学業界の皆様方と連携を取りながら、全力をつくしてまいりたいと考えております。
我が国の化学産業のますますの御発展と、皆様方の御健勝を祈念いたしまして、私の年頭の挨拶とさせていただきます。

